
Fig.１.春期調査における全サイトと継続サイトの最大個体数合計の

推移 （2000年度から2022年度の継続サイトN=38） 年次変動の

大きい海上生活者のヒレアシシギ類は除外 
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2022年度春期調査は、2022年4⽉1⽇から2022年5⽉31⽇までの期間実施されました。全国115ヶ所のサ
イト（暫定値）で調査が実施され、このうち⼀⻫調査（2022年4⽉25⽇を基準⽇とした前後１週間の調査）
への参加は97ヶ所でした。⼀⻫調査期間では、シギ・チドリ類46種33,924⽻のほか、ツクシガモ239⽻、へラサギ
11⽻、クロツラヘラサギ188⽻、ズグロカモメ8⽻が記録されました。春期の全サイトの最⼤個体数（調査期間内
に記録された各種個体数の最⼤値）の合計では、シギ・チドリ類51種69,172⽻のほか、ツクシガモ1,200⽻、ヘ
ラサギ58⽻、クロツラヘラサギ407⽻、ズグロカモメ132⽻が記録されました。

モニタリングサイト1000シギ・チドリ類調査 2022年度春期調査結果の概要
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全国115ヶ所のサイトで参加 

Fig.２.  2022年度春期調査におけるシギ・チドリ類の種構成比 

個体数 

 2000年度春期以降の「全サイト」と「継続サイト
（調査が継続されているサイト）」のそれぞれの最⼤
個体数の合計を、ヒレアシシギ類（年次変動が⼤き
く、海上⽣活者であるため）を除いてグラフに⽰しまし
た（Fig.1）。全サイトの最⼤個体数の合計は、前年
度春期と⽐べ3,537⽻減少し69,148⽻、継続サイ
トでは前年度春期と⽐べ4,199⽻減少して40,286
⽻となりました。全サイト、継続サイトともに、過去2年
連続で増加していましたが、2022年度春期は減少に
転じました（前年度⽐で約9％減）。全体としては引
き続き減少傾向を⽰していました。

前年度に⽐べ個体数は減少 

 最⼤個体数における個体数上位５種は、ハマシギ
（45.3%）、チュウシャクシギ（11.5%）、キアシシ
ギ （8.2%） 、 ト ウ ネ ン （6.9%） 、 ダ イ ゼ ン
（4.4%）となりました（Fig.2）。ハマシギは前年⽐
で4,776⽻減少しましたが（Table１左表）、全体
の約半数の個体数を占め、2000年からの⾸位をキー
プしていました（Fig.3）。チュウシャクシギは前年と同
じく２位、前年３位のトウネンと４位のキアシシギが⼊
れ替わりました。トウネンは、個体数も前年⽐で1,711
⽻減少していました。 

例年と同じくハマシギが半数を占める 

その他 



  
 最も個体数が多かったサイトは例年と同じく⼤授搦（佐賀県）でした。50⽻以上観察されたサイトのうち前年
度⽐で増加数が⼤きかったサイトは、中津⼲潟（⼤分県）、愛宕川~櫛⽥川河⼝（三重県）、荒尾⼲潟
（熊本県）が上位であり、例年同様、⻄⽇本、太平洋側のサイトの個体数が多い傾向がみられました（Table
２左表）。⼀⽅、減少数が⼤きかったサイトは、⼤授搦（佐賀県）、吉野川下流域（徳島県）、雲出川河⼝
五主海岸（三重県）とこちらも⻄⽇本のサイトでした（Table２右表）。また、⿃の海（宮城県）は、約-
90%減少していますが、⼤幅な減少については、シギ・チドリ類の減少のほか、天候や調査時の状況も⼤きく影響
するため、経年的な変化傾向を考慮する必要があります。 
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  種別最⼤個体数の前年度⽐較では、キアシシギの
増加幅が最も⼤きく、42％でした（Table１左表）。
キョウジョシギ、メダイチドリ、ソリハシシギの増加率も
20%を越えていました。特にソリハシシギは、今年度春
期にはじめて、上位10種となりました。また減少数は、
ハマシギが最も多かったのですが、減少率ではムナグロ
が、-43％と⼤きく落ち込みました。ムナグロは順位も
徐々に下降しており、春期の確認数が少なくなっていま
す。⽇本の⽔⽥地帯を中継地として⻑期間利⽤するこ
とが知られており、⽣息環境の劣化が懸念されます。 

キアシシギ、キョウジョシギが増加 

Table ２.  2022年春期におけるサイト別の最大個体数の前年差 左表：増加上位5サイト、右表：減少上位5サイト 
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Fig.３. 2022年度春期調査における最大個体数上位10種の順位の

変化（2000年度から2022年度） 

Table１.  2022年度春期における種別の最大個体数の前年差 左表：増加上位5種、右表：減少上位5種 
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⻄⽇本のサイトで増減の変化幅が⼤きい 
だいじゅがらみ 


